
「NPO 雪のふるさと安塚」事務局は 安塚コミュニティプラザ館内

です。いつでもお気軽にお立ち寄りください。 

また、コミュニティプラザの利用や NPO 雪のふるさと安塚に対す

る意見要望もお寄せください。 

 

〒９４２－０４１１ 上越市安塚区安塚７７７番地 

TEL：０２５－５９２－３８８０   

FAX：０２５－５９２－３５４０   

ＨＰ：http://www.yasuzuka.net/ 
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２０１８年４月１日発行 

コピー・印刷機のご利用について 

＜会員価格＞ 

コピー 黒（Ｂ５～Ａ３）  １枚 ８円 

コピー カラー（Ｂ４まで） １枚３５円 

コピー カラー（Ａ３）    １枚５０円 

印刷機（Ｂ５・Ａ４）       １枚 ３円 

印刷機（Ｂ４・Ａ３）    １枚  ４円 

(印刷機の利用は、原稿 1 枚につき 21 枚以上印刷時) 

利用時間：平日 ８：３０～１７：３０ 

 昨年末から本年にかけて積雪量は平年並みでしだが、近年にないマイナスの気温で寒い日が続き

体調の管理も大変だったのではないでしょうか。 

 まだまだ寒暖の差がありますが、日一日と春のきざしが感じられ桜の開花がまちどおしい今日こ

の頃です。 

 「ＮＰＯ雪のふるさと安塚」も会員の皆様のおかげで設立１４年目を迎え、健全財政を保ってい

るところであります。 

 高齢化が益々進むなかで、「安塚ふれあいサービス」も開設して３年目も終了いたしましたが、

多くの高齢者の皆様方から「通いの場・介護予防教室」に参加いただいているところであります。 

 また、「NPO 雪のふるさと安塚」の単独事業で「安塚定住促進空き家改修モデル事業」も継続し

ていますし、昨年新設した働く女性への支援として「放課後児童健全育成助成事業」で子育て支援

をしています。 

 その他、「ＮＰＯ雪のふるさと安塚」でしかできない「福祉有償運送」もニーズに合わせて対応

しているところであります。 

 なお、今後とも地域のために自主事業等積極的に活動を進めてまいりますので、部会活動等積極

的に参加下さるようよろしくお願いいたします。 

                              代表理事  松 永 剛 

＊＊＊ＮＰＯ雪のふるさと安塚の活動目的＊＊＊ 

「お互いにささえあい、安心して暮らせる地域を目指し、豊かな心を育み、自然を守りながら 

安塚らしい、人、物、心を外部に向けて発信し、もって地域の活性化に寄与すること。」 

＜会員特典＞ ゆきだるま温泉「雪の湯」の入浴料が 550 円になります。 

2９年度会員の皆様へ 

＊ ３０年度の会員証は６月中に発行・配布の予定です。 

雪だるま温泉利用の際は、新会員証が届くまで、 

２９年度の会員証を使用できます。 

＊ 今年度も引き続きご加入をお願いします。 

活動趣旨に賛同していただける方の 

参加をお待ちしています 

正会員        2,000 円 

賛助会員１口  1,000 円 

企業会員１口 10,000 円 

新規会員募集中！ 



 

 

安塚区総合事務所関係の人事異動です（敬称略） 

安塚子育てひろば情報 ☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★ 
 未就園のお子さんの遊び場、保護者の方々の情報交換の場として開放しています。 
  場  所 安塚中学校交流室内 ☎595-1414 
  開放日時 毎週月曜日から金曜日までの平日、午前 9 時 30 分から正午、午後 1 時から３時 30 分まで 
  利用料金 無料 
  申し込み 必要ありません。 

▼お楽しみ会・お誕生会【25 日㈬11:00～】  
   親子でこいのぼりを作りましょう。 

☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★☀☽★ 

リバーサイド桜ウォーキング～家族みんなで参加しよう！～ 

とても寒い冬でしたね。縮んでいた体をゆっくりと解きほぐしましょう。 

春風と桜の花をめでながら、今年の健康づくりをスタートしませんか？ 

 

と き：平成３０年４月１４日（土）午前９時 安塚Ｂ＆Ｇ海洋センター集合 

コース：安塚Ｂ＆Ｇ海洋センターからリバーサイドロードを歩く 

折返し：石橋おまつり広場 又は安塚区総合事務所 又は板尾公園 

時 間：午前９時～午前１１時３０分 

講習会：ウォーキングポール講習会（30 分程度） 

持ち物：汗拭きタオル、飲み物 

参加費：無 料（主催者では、保険加入しません。） 

申込み：安塚Ｂ＆Ｇ海洋センター 安塚スポーツクラブ℡５９２‐３２１０ 

又は安塚区分室 教育・文化グループ    ℡５９２‐２００３ 

主 催：安塚スポーツクラブ 

協 力：ＮＰＯ雪のふるさと安塚、教育委員会事務局安塚区分室 

 

                         
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総 合 事 務 所 か ら の お 知 ら せ 

４月の予定 

 

お世話になります（転入者） 

大 橋 靖 夫  柿崎区総合事務所から（次長）  
上 原 一 夫  清里区総合事務所から  

本 山 正 宏  浦川原区総合事務所から  

仮 澤 利 幸  市民安全課から 

久 保 田 瞳  農政課から 

羽 深 京 子  さんわ保育園から（園長） 

岩 澤 元 美  東本町保育園から 

太 田 昌 幸  安塚診療所（所長） 

お世話になりました（転出者） 

中 条 崇  ガス水道局東部営業所へ 

朝 倉 一 彦  吉川区総合事務所へ 

平 田 雅 俊  国保年金課へ 

髙 島 峻 介  行政改革推進課へ  

高橋万里子  うらがわら保育園へ  

保 坂 仁  春日新田小学校へ（用務員）  

 

退 職 

安塚区総合事務所（所長） 山 崎 剛 

安 塚 保 育 園（園長） 村 松 華 子 

安 塚 診 療 所（所長） 竹内英三郎 

【安塚地区公民館講座】自然と文化を学ぶ講座 全４回 

松之山街道を歩こう ～第１回「春日山城跡めぐり」～ 
〇日  時︓５月２５日（⾦）９︓００〜１６︓００ 
〇集合場所︓安塚区総合事務所前 
〇対   象︓成⼈ 
〇講 師︓花ヶ前 盛明さん（第１回「春日山城跡めぐり」講師） 
〇受 講 料︓各回⼤⼈２４０円（講座参加料・傷害保険料含む） 

※食事が提供される講座は、別途食事代が必要です。 
〇募集⼈数︓２３⼈（申込順） 
〇服  装︓春日山城を登れる軽装（⾬でも歩ける服装） 
〇持 ち 物︓昼食、飲み物、⾬具 など 
〇そ の 他︓⼩⾬決⾏。中⽌の場合は前日までに連絡をします。 

移動はマイクロバスを用意します。 
２回目以降の予定 

・第２回は「直峰城と安塚の宝めぐり」６月１３日（水） 
・第３回は「⼤浦安の松之山街道を歩く」９月５日（水） 
・第４回は「松代の松之山街道を歩く」１０月１７日（水） 

※第２〜４回は各回毎に募集します。時間は全て第１回と同じです。 
〇申 込 先︓安塚区総合事務所内 安塚地区公⺠館主事 川上 

TEL592-2003 FAX592-3505 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自主事業（部会事業）第１部会＞ 

3 月 9 日、安塚コミュニティプラザホールを会場に

「第８回歌声喫茶」が安塚ヤンチャーズの皆さんの伴

奏に合わせて、和やかな雰囲気の中で開店しました。 

唱歌から昭和の歌謡曲まで、ケーキとコーヒーや紅

茶を飲みながらやく４０名の参加者の皆さんは楽しい

時間を過ごしました。 

＜自主事業（部会事業）第２部会＞ 

 第２部会（自然と食を活かした産業を育て

る部会）は、楮（こうぞ）からの和紙づくり

として、安塚で栽培した原料で和紙づくりを

する活動を行っています。 

 ３月１４日、安塚コミュニティプラザで、楮の節皮取り作業を行いました。 

 昨年秋に収穫し、皮を干して保管していたものを水に入れて戻し、まな板の上で刃物を使い、 

表面の黒皮を取る作業です。 

 雪さらしは「かやぶき美術館」跡地をお借りしてさらしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受託事業（観光交流事業）＞スノーフェスティバル運営業務 

あいにくの天候でしたが、「キャンドルの作成・点灯」・「アイデアと技術を駆使した雪像づくり」・ 

「雪茶屋の設営」、大変お疲れさまでした。 

それぞれの地域・団体が創意・工夫・知恵を出し合い、見事なキャンドルロードを演出しました。 

地域のみなさん一人ひとりのご協力による住民総参加・手づくりイベントになりました。 


